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「いっか は 弁天 娘のお 話 をし ましたから、 きょうは 鬼 

むすめのお 話 をし ましょう か」 と、 半 七 老人 は 云った。 

うまみち 

馬 道の 庄太 という 子分が 神 田 三 河 町の 半 七の 家へ 龃 

け 込んで 来たの は、 文久 元年 七月 二十日の 朝であった。 

「お早う ございます」 

「や あ、 お早う」 と、 裏庭の 縁側で 朝顔の 鉢 をな がめ 

ていた 半 七 は 見 かえった。 「たいへん 早い な、 め ずら 

しい ぜ」 



い 人々 もい よいよ 臆病者の 仲間入り をし なければ なら 

ないような 事件が 重ねて 出来した。 鬼 娘が 又もや 一 

ま^ 

人の 女 を 屠 〔# ルビの 「ほふ」 は 底本で は 「ほう 匕 つたの 

やま しゅく 

である。 それ は 山の 宿の 小間物屋の 女房で、 かれは 

誰も 知らない間に、 裏の 井戸端で 啖ぃ 殺されて いた。 

しわざ 

勿論 それ も 同じ 鬼 娘の 仕業で ある ことに 決められ てし 

まった。 

諸人の 不安が だんだん 募って 来た 時、 鬼 娘 は 更に 第 

三の 生贄を 求めた。 それ は庄 太のと なりに 住んで いる 

お 作と いう 娘であった。 庄 太の 家 はかの 酒屋から 遠く 

ない 露路 のなかで、 そこに は 裏店と してや や 小 綺麗な 



りした。 

お 作が 啖ぃ 殺された の は、 ゆうべの 六ッ半 (午後 七 

時) を 過ぎた 頃であった。 いつもの 通りに 奥山の 店 か 

ぎよ うずい 

ら 帰って来て、 かれは 台所で 行水 を 使って いた。 母 

のお 伊勢 は 小さい 庭に むかった 奥の 縁側で 蚊い ぶし を 

している と、 台所で 娘の 声が きこえた。 お 作 は 何者か 

を 咎める ような 口ぶりで、 「誰、 そこから 視 くの は 誰」 

と 云って いるの が 耳に はいった ので、 おそらく 近所の 

若い者が 戯 つ てで もい るので あろうと 思いながら、 

うちわ 

お 伊勢 は 蚊い ぶし を 煽いで いる 団扇の 手 を やめて、 台 

所の 方 を 見 かえると、 うす 暗い ところに 一 人の 女が 



引っ捕えて 詮議す ると、 中間 は 奉納の 鶏に 餌 を あたえ 

ている の だと 云った。 鳩に 豆 を やる と 同じ わけで、 勿 

きどく 

論 それだけ ならば 仔細 はない。 却って 奇特と いうべき 

でも あつたが、 その 言い訳 は 立たなかった。 彼 は その 

ふところに 一 羽の 白い 鶏 を 隠して いる こと を 発見され 

た。 かれは 鶏 を 釣り 寄せて、 手早く その 頸 を 絞めて い 

る ことが 判った ので、 死んだ 鶏 は 無論に 取り返された。 

そうして、 逃ぐ る 間 もな しに 引き摺り 倒されて、 袋 叩 

きの 仕置に 遭った ので ある。 武家に 奉公して いる 者で 

も、 場所が 観音の 境内で、 しかも 奉納の 鶏 を 殺した の 

であるから、 このく らいの 仕置き はこの 時^と して は 



の 一 件 は 二 つ の 筋が 一 つに こぐら か つ ている らしい。 

けだもの 

まず 人 を啖ぃ 殺す やつ は 獣 物 だな」 

「そうでし ようか」 

「人 を啖 うば かり じゃあね え。 そこらで 鶏が たびたび 

なくなる という。 勿論、 鬼 娘が 見あたり 次第に 相手 を 

いきち 

取つ 捉まえて、 人間で も 鳥で も 構わずに、 その 生血 を 

吸う の だと 云えば いう ものの、 どうもそうと は 思われ 

ねえ。 ちょいと、 これ を みてくれ」 

半 七 は袂を さぐって、 鼻紙に ひねった もの を 出す と、 

庄太は 大事そう にあけ て 見た。 

「こんな もの を どこで 見； Iz: けたんで すえ」 



今度 は庄 太が ささやく と、 半 七 は ほほえんだ。 

「もう 考える こと はねえ。 それ だ、 それ だ」 

二人 は手箬 をし めし 合わせて 一 旦 別れた。 半 七 は そ 

れ から 小 梅の 知己 をたず ねて、 夕七ッ (午後 四時) を 

過ぎた 頃に 再び 庄太 の 家 をたず ねる と、 となりの 葬式 

の 時刻 はもう 近づいて 露路 のなか は 混雑して いた。 ふ 

だんから 評判の よくない 母子で はあった が、 それでも 

おうし 

近所の 義理が あるのと、 もう 一 つに はお 作の 横死が 

人々 の 同情 を ひいた とみえて、 見送 リ人は 案外に 多い 

らしかった。 庄 太の 家で は 女房が 子供 を 連れて 会葬す 

る ことにして、 庄太は 半 七の 来る の を 待って いた。 



しょうか」 

形ば かりに 戸 を ひき 立てて、 内 は 留守 だからと 隣り 

の 人に ことわって、 半 七 はかの 男と 共に 露路を 出る と、 

表通り はもう 夜に なって いた。 かねて 打ち合わ せがし 

て あるので、 半 七 はなるべく 往来の 少ない ところ を択 

んで、 善竜院 という 寺の 角に 立った。 この 寺に は 弁天 

ま つ 

が祀 つて あるので 近所で も 知られて いた。 ここら は 一 

種の 寺 町 ともいうべき ところで、 両側に 五、 六 軒の 寺 

がむ かい 合って いて、 古い 練 i や 生垣の 内から 大きい 

樹木の 枝 や 葉の 拡がって いるの が、 宵闇の 夜 をい よい 

よ 暗く していた。 そこらの 大溝 ではもう 秋ら しい 蛙の 
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